
- 1 - 
 

（二）精密加工に係る技術に関する事項  

 １ 精密加工に係る技術において達成すべき高度化目標 

  （１）当該技術の現状 

当該技術は、金属等の材料に対して機械加工・塑性加工等を施すことで

精密な形状を生成する精密加工技術である。製品や製品を構成する部品を

直接加工するほか、部品を所定の形状に加工するための精密な工具や金型

を製造する際にも利用される。 

具体的な技術としては、金属、プラスチック、セラミックス、ゴム、木

材等多岐にわたる材料を目的に応じた形状に成形加工するために、機械・

工具又は金型等で圧力を加えて所要の形状・寸法に塑性変形・塑性流動さ

せて成形する技術や金属プレス機等の加圧装置を用いて、金型形状を転写

する加工技術等が挙げられる。また、切削工具、電気、光エネルギー等を

用いて素材の一部を除去し、必要な寸法や形状を得る加工技術等、様々な

技術が用いられる。これらの技術はいずれも製造業の根幹をなす基幹技術

であり、特に、様々な加工の中心となる工作機械、鍛圧機械の技術レベル

は、他の産業の競争力に大きな影響を与えている。 

当該技術の中には、熟練技術者の経験に依存しているものも多く、その

継承・育成を図る必要がある。一方、三次元ＣＡＤ技術の進歩によるデザ

インの高品位化・複雑化の急激な進展に伴い、高度化する要請に対し、熟

練された技術・技能を活かしつつ対応していくことも重要である。 

当該技術の川下製造業者等の産業分野としては、ほぼ全ての機械製品が

該当するが、その重要性が高い分野として、医療機器、航空宇宙機器、自

動車、情報通信機器、ロボット、産業機械、農業機械、造船等が挙げられ

る。 

 

（２）当該技術の将来の展望 

当該技術はものづくりの根幹となる技術であり、ものづくり産業全体

の競争力を決定づける重要技術である。特に量産段階においてはコスト

競争力が重要な要素であり、新興国等の競合国の技術水準も向上してい

るため、コスト面での競争激化が予想される。 

また、熟練技術者の継承・育成に加えて、データベースの整備による

部品自体のデザインの高品位化、高精度複雑形状加工の高度化、軽量化

難加工素材加工の高度化、製品精度の向上を重視した微細加工といった

川下製造業者等からの高度な要望にも応えていく必要がある。 

さらに、国内製造業の海外生産シフト、新興国等の追随等により、当該

技術の市場環境の変化に応じていくことも、今後一層重要な課題になる。 
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（３）川下分野横断的な共通の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える共通の課題及びニーズ並びにそれ

らを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

①川下製造業者等の共通の課題及びニーズ 

    ア．高機能化・精密化・軽量化 

      製品の品質及び安全性の確保、高効率化等に対する川下製造業者

等からの要求水準は高まっており、これに対応して機械・機器製品

全般の高度化が必要とされている。そのため、機械・機器製品を構

成する部材について、より高い加工精度が求められている。 

    イ．新たな機能の実現 

      川下製造業者等の用途に応じた高精度化が求められるが、微細加

工によって体内に入っても生体への影響がない等の新たな機能の

発現に繋がることも期待される。また、難加工素材に対応する新た

な加工技術も求められる。 

    ウ．品質の安定性・安全性の向上 

      機械・機器製品を構成する部材については、加工精度をより高め

ることが、川下製品の品質の安定性・安全性を確保するために求め

られている。また、製品の長寿命化に向け、高硬度材の加工技術も

求められる。 

エ．高感性化 

      高機能性、高信頼性といった従来の価値を超えて、使用者の感性

に働きかける製品が認知されてきている。ユーザーニーズの高感性

化が進む中、製品の美しいデザイン形状や表面の仕上がり等高い意

匠性を付加する技術の向上が求められている。 

    オ．環境配慮 

      機械製品については、部材に再生可能材料が利用される等、リサ

イクル性等に配慮した設計を行う等、環境負荷の低減が求められて

いる。また、加工工程の中で発生する騒音や振動に加え、熱処理に

かかるエネルギー、廃棄物（除去物、切削油、廃液等）等を削減す

ることは、地域社会との共存の観点からも重要な課題である。また、

二酸化炭素等の温室効果ガスの排出の抑制は地球規模での大きな

課題であり、加工プロセスの効率化や工程の削減による製品製造時

の省エネルギー及び加工に伴う廃棄物の削減等、環境負荷の低減が

期待される。 
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    カ．生産性・効率化の向上、低コスト化 

 加工技術の高度化、自動化を実現することで、工程の削減等が可

能となり、製品の低コスト化に貢献することが期待される。また、

加工の高効率化や高速化等の実現により生産を効率化し、製品の短

納期化を進めることが期待される。 

 

②高度化目標 

    ア．当該技術が持つ物理的な諸特性の向上 

 精密加工において求められる加工精度の向上、生産性の向上、製

品の長寿命化、加工工程数の削減や騒音・廃棄物の削減による環境

負荷への配慮等は当該技術の高度化における代表的な目標である。 

更なる加工技術の高度化のためには、高速域における高い回転精

度及び高い運動精度等の各種超高精度化、高剛性加工、難加工材へ

の対応が重要な目標である。また、製品の長寿命化に対しても、寿

命予測等に向けた技術の高度化が求められる。 

また、これら加工技術単体の機能の高度化のみならず、複数の機

能を併せ持つ複合化も重要な目標である。 

    イ．品質の安定性・安全性の向上 

      川下製品の品質の安定性・安全性を確保するために高精度の実現

が重要であるが、その際の課題となっている、加工時及び仕上げ加

工時の残留応力による変形を防止する技術の高度化が求められてい

る。また、製品の高機能化のためには、せん断加工で生じるバリや

プレス機器の性能低下につながるかす上がりの抑制技術及び自動処

理技術の向上が重要である。 

    ウ．環境配慮の取組 

      加工工程における工作機械・工具・製品の洗浄工程の削減、潤滑

材（油等）の使用量の削減、リサイクルへの配慮、加工機械の消費

エネルギーの削減といった、省エネルギーと環境調和性を実現する

ための技術開発を行う。 

    エ．プロセスの革新・ＩＴ活用の高度化 

      ＣＡＤ、ＣＡＭ（Computer Aided Manufacturing）、ＣＡＥ（Computer 

Aided Engineering）といった情報技術、シミュレーション技術の

活用により、工程設計、加工のトライ、修正期間の短縮化が実現さ

れている。今後、適用範囲の拡大や最適化技術との融合等によりシ

ミュレーション技術を高度化し、更なる解析精度の向上、工程の削

減を行う。 
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    オ．生産性・効率化の向上、低コスト化 

国際的に厳しいコスト競争を勝ち抜くために、生産性・効率化の

向上（自動化、加工速度の向上、生産合理化システムの確立、金型

の精度向上）、不良率の低減（歩留まり向上）、型や切削工具等の

長寿命化等を実現する。 

 

（４）川下分野特有の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える特有の課題及びニーズ並びにそ

れらを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

１）医療・健康分野に関する事項 

医療分野では、超高齢社会における医療機器の高度化の必要性から、

製品の長寿命化に向けた高硬度材（高強度セラミックス等）や生体適合

性及び生体親和性の高い材料、生体修復機能材料等の新材料開発が進み

つつある。また、個々の患者に適合した形状を実現するオーダーメイド

対応への必要性も生じてきているため、難削材加工、複雑形状加工、衛

生面に配慮した一品加工への対応が求められる。中でも医療器具では感

染防止等の観点から、使い捨て製品が普及しており、特に人体に接触す

るものは安全性、リスク低減の観点から、その利用増加が見込まれる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高衛生・信頼性・安全性の保証 

イ．生体親和性向上 

ウ．フレキシブル生産 

エ．寿命向上 

オ．リビジョン対応 

カ．手術手技の簡素化(操作性向上） 

       ②高度化目標 

ア．精密・微細加工技術等の向上 

イ．衝撃を吸収するために工夫された構造と素材に対応した加工技術

の構築 

ウ．難加工材・新材料加工対応 

エ．複雑形状加工対応 

オ．ＩＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

カ．洗浄工程の削減及び潤滑剤使用の低減 

キ．ソフトウェアを利用したカスタムメイド対応 

ク．多品種少量生産等に対応した低コスト化技術の向上 
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     ２）環境・エネルギー分野に関する事項 

     再生可能エネルギーを中心とする風力発電や水力発電に用いる機器に

おいては、複雑形状部材や大型部品、新材料を用いた発電の効率化が重

要となる。その他、風力発電、太陽光発電や電池、ＬＥＤ(Light Emitting 

Diode)等の環境配慮型機器においても、生産工程の高度化や効率化を図

っていくことが求められている。特に二次電池のケースや防爆機能部材、

燃料電池のセパレーター等を量産する際のプレス加工法や成形システム

が求められている。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高効率化 

イ．複雑形状化 

ウ．コンパクト化  

エ．軽量化 

オ．高リサイクル化 

②高度化目標 

ア．複雑形状部品の加工性向上 

イ．微細形状の加工技術の向上 

ウ．薄肉材料の加工技術の確立・高度化 

エ．難加工材・新材料加工対応 

オ．大型部品の少量生産技術の向上 

カ．複合材料の加工技術の向上 

キ．自然由来材料の活用技術の向上 

 

３）航空宇宙分野に関する事項 

     航空宇宙分野においては、機体の大型化や航続距離延長の観点から、

機体の軽量化が求められ、構造の一体化、中空化、薄肉化やＣＦＲＰ

（Carbon-Fiber-Reinforced Plastic）等の複合材の導入等が進められて

いる。また、エンジンの燃費向上の流れを受けたタービン部の高温化に

伴い、エンジン関連機器・部品では超耐熱鋼が用いられる。これらの材

料は難加工材であり、機械加工ロスを削減するためネットシェイプ化が

急務である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化（高剛性、高比強度、耐熱性、耐食性等） 

イ．信頼性向上 

ウ．軽量化、ネットシェイプ化 

エ．燃費向上 
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②高度化目標 

ア．一体部品・複雑形状部品加工対応 

イ．薄肉形状・中空形状加工対応 

ウ．難加工材（耐熱合金、チタン合金等）に対応した加工技術の向上 

エ．新材料（ＣＦＲＰ等）加工対応 

 

４）その他の川下分野に関する事項 

a.自動車分野に関する事項 

各国において自動車に対する燃費規制、排出ガス規制等の環境規制が

遂次強化されている中で、自動車産業では、環境対応や徹底したコスト

ダウンが求められている。このため、車体の軽量化、エンジン、バッテ

リ、モータその他電子部品の効率の向上等が課題となっている。また、

自動車が本来持つ機能上の付加価値の創出や多様化する顧客ニーズにこ

たえるために、デザイン形状や衝突安全性の高度化、短納期開発・フレ

キシブルな生産も重要な事項となっている。さらに近年では、自動車部

品のリサイクル性及びリユース化への配慮も必要となっている。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．衝突時の安全性の向上 

イ．軽量化  

ウ．複雑形状化・一体加工化 

エ．燃費向上 

オ．ハイブリッド化、ＥＶ化、燃料電池化 

カ．静粛性向上 

キ．操作性向上 

ク．フレキシブル生産 

②高度化目標 

ア．衝撃を吸収するために工夫された構造と素材に対応した加工技術

の構築 

イ．複雑三次元形状等を創成する加工技術及び一体加工技術の構築 

ウ．難加工材・新材料加工対応 

エ．ＩＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

オ．複合加工、部品組立及び工程短縮等を可能とする技術の向上 

カ．材料歩留まりの向上に寄与する技術の高度化 

 

b.情報通信機器分野に関する事項 

情報技術の進展や情報家電製品の高機能化の進展に伴い、微細化され
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た電子部品等の稼動時の発熱等に対応した新材料等についても加工技術

を確立していく必要がある。 

携帯電話やパーソナルコンピュータ等の情報家電については軽量化

・薄型化が進む中で高い剛性の確保が必要であり、高強度化、軽量化・

小型化に適した非鉄金属の加工の応用展開が見込まれる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高剛性化 

イ．複雑形状化 

ウ．高機能化 

エ．製品意匠面の高品位化 

オ．高強度化 

カ．軽量化 

キ．静音化・高放熱化 

②高度化目標  

ア．難加工材に対応した加工技術の向上 

イ．精密・微細加工技術等の向上 

ウ．複雑三次元形状等を創成する加工技術の向上 

エ．高い意匠性を付加する加工技術の向上 

オ．中量・多品種生産に対応した加工技術の実現 

カ．複合材加工、部品組立及び工程短縮等の実現 

キ．材料歩留まりの向上に寄与する技術の高度化 

 

c.ロボット分野に関する事項 

ロボット分野では、高度な知能ソフトウェアやネットワーク技術、分

散システム技術、センシング技術等の情報通信技術の活用による機能の

更なる高度化と活用範囲の拡大が求められている。今後、需要の増加が

見込まれるサービスロボットでは、安全性、信頼性、利便性に係る技術

的な水準が従来の産業用ロボットに比べて高いレベルで要求されること

から、要素技術の高度化が必要である。こうしたニーズを踏まえ、難加

工材や皮膚に類似した新素材に応じた微細加工、複雑形状加工への対応

が必要とされている。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．安全性の向上 

イ．複雑形状加工 

ウ．高耐久性・高信頼性の向上 

エ．フレキシブル生産 
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②高度化目標 

ア．精密・微細加工技術等の向上 

イ．ＩＴ等を活用したフレキシブル生産技術の向上 

ウ．複合材加工、部品組立及び工程短縮等を可能とする技術の高度化 

エ．中量・多品種生産に対応した加工技術の実現 

 

d.産業機械・農業機械分野に関する事項 

各種生産に係る産業機械は、貿易立国である我が国において重要な基

盤産業であり、また、農業機械は今後課題となる食糧問題解決のために

必要な産業である。これら産業において用いられる部品は当該技術を活

用したものも多いため、当該技術への要請は一層高まっていくものとな

る。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化（加工技術の組み合わせ・複合化） 

②高度化目標 

ア．加工技術を組み合わせ・複合化した加工プロセスの高度化 

 

２ 精密加工に係る技術における高度化目標の達成に資する特定研究開発等の

実施方法 

当該技術に対する川下製造業者等の課題及びニーズに対応するための技

術開発の方向性を４点に集約し、以下に示す。 

 

（１）技術要素の高度化に対応した技術開発の方向性 

①高精度化 

②小型化・高剛性化 

③工具・金型等の長寿命化 

④高合金鋼・軽金属・難加工材・新素材への対応 

⑤薄肉加工 

⑥中空化 

⑦中量・多品種生産 

⑧複合一体化 

 

 （２）高効率化に対応した技術開発の方向性 

①加工の高速化・自動化 

②加工工程等の削減 

③コストの削減 
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④材料歩留まり向上 

⑤効率化・省人化 

⑥仕上げ自動化 

⑦検査の自動化 

⑧測定方法の革新 

 

（３）管理技術の高度化に対応した技術開発の方向性 

①データベースの構築と活用 

②工場の高度化 

③技術の複合化 

④製造における安全・環境の向上 

⑤製造における品質管理 

⑥技術・技能のデジタル化 

⑦シミュレーション技術の高度化 

 

（４）環境配慮に向けた技術開発の方向性 

   ①省エネルギー・省資源化 

   ②周辺環境への配慮 

   ③リサイクル 

   ④潤滑材使用量等の低減化 

 

３ 精密加工に係る技術において特定研究開発等を実施するに当たって配慮

すべき事項 

厳しい内外環境を勝ち抜く高い企業力を有する自律型企業へと進化する

ためには、川上中小企業者等は、以下の点に配慮しながら、研究開発に積

極的に取り組み、中核技術の強化を図ることが望ましい。 

 

（１）今後の当該技術の発展に向けて配慮すべき事項 

①産学官の連携に関する事項 

川下製造業者等、公設試験研究機関、大学等と積極的に連携し、事業

化に向けたニーズを把握しつつ、独創的な研究・技術開発を行うことが

重要である。その際、自らが有する技術についての情報発信を適切に行

い、円滑に研究開発が進むよう努めるべきである。 

②人材確保・育成及び技術・技能の継承に関する事項 

技術力の維持・向上に必要な人材の確保・育成のために、若手人材の

リーダーへの育成に努めるとともに、ベテラン技術者とのペアリングに
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よる研究管理等により、技術・ノウハウを若年世代へ円滑に継承してい

く必要がある。 

③生産プロセスの革新に関する事項 

製品開発過程においても、常に自動化、省エネルギー、省スペースと

いったプロセスイノベーションを意識する必要がある。また、自由度の

高い製造工程と生産性の向上を目指し、研究開発段階においても、積極

的にＩＴ活用を図ることが望ましい。 

④技術体系・知的基盤の整備、現象の科学的解明に関する事項 

公的機関が提供する標準物質・計量標準等の知的基盤を有効に活用し

つつ、計測技術及びシミュレーション技術を用いて、自らの技術や技能

の科学的な解明に努めるとともに、技術や技能のデータベース化を図り

ながら技術体系を構築していくことが重要である。 

⑤知的財産に関する事項 

自社が保有する技術を知的財産として認識し、管理していくことが重

要であり、その有効な手段である特許権取得を適切に図る必要がある。

他方、特許出願すれば、その内容が公になることや、特許権の効力は出

願国にしか及ばないことから、特許出願せずにノウハウとして秘匿する

方が好ましい場合もあり、戦略的な対応が求められる。 

川下製造業者等は、川上中小企業者等と共同で研究開発等を行う場合

には、事前に知的財産権の帰属、使用範囲等について明確に取決めを行

うとともに、川上中小企業者等が有する知的財産を尊重すべきである。 

 

（２）今後の当該技術に係る川上中小企業者等の発展に向けて配慮すべき

事項 

①グローバル展開に関する事項 

積極的に海外市場の開拓を図るために、ターゲットとなる市場のニー

ズに応じた製品開発を進める必要がある。海外展開を進める際には、競

争力の源泉となる技術の流出防止を徹底することが重要であり、流出の

懸念がある技術についてはブラックボックス化を進める等の対策を講じ

るべきである。 

②取引慣行に関する事項 

川上中小企業者等及び川下製造業者等は、受発注時における諸条件や

トラブル発生時の対処事項等について契約書等で明確化することが望ま

しい。また、下請代金の支払遅延や減額等の禁止行為を定めた下請代金

支払遅延等防止法や、取引対価の決定や下請代金の支払い方法等につい

て、親事業者と下請事業者のよるべき基準を示した、下請中小企業振興
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法に定める「振興基準」を遵守し取引を行わなければならない。 

③サービスと一体となった新たな事業展開に関する事項 

単なる製品の提供に留まらず、ユーザーや市場ニーズを満足させるサ

ービス・機能・ソリューションの提供を目指した研究開発を進めること

が重要である。 

④事業の継続に関する事項 

自社の人材、インフラ、取引構造等について日頃から正確に把握し、

災害等が発生した場合の早期復旧とサプライチェーンの分断防止のた

め、危機対処方策を明記した事業継続計画（ＢＣＰ）をあらかじめ策定

しておくことが重要である。 

⑤計算書類等の信頼性確保、財務経営力の強化に関する事項 

取引先の拡大、資金調達先の多様化、資金調達の円滑化等のため、川

上中小企業者等は、「中小企業の会計に関する基本要領」又は「中小企

業の会計に関する指針」に拠った信頼性のある計算書類等の作成及び活

用に努め、財務経営力の強化を図ることが重要である。 

 

  


